
 

  



 

       

                                                                                                                                                                                              

 

 

 
                    

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 
 

視察研修報告 
 

無名舎こどもの家（福岡県柳川市） 

 

 

 

 

児童養護施設 甘木山学園（福岡県大牟田市） 

グリーンコープ（島根） 出来山 秀子 

１０月６日（月）共同体福祉委員会メンバー１３名で、今年度２回目の視察研修に行きました。 
視察先は、「無名舎こどもの家」と「児童養護施設 甘木山学園」でした。  

・「グリーンコープ発祥の地」と言われています。         
 
・もともとは柳下

りゅうか

村
そん

塾託児所と言われ、開設から５３年たちます。     
 故武田桂二郎さん（グリーンコープ連合初代会長）が、教育の原点として託児所を開設したのが始まり
です。 

・今では、託児所（保育所）、学童（小学生）、中高生学習室があり、きれめのない子育てを親の会と共に
おこなっています。     

〇子育て・教育支援 
・１９７２年武田さんは柳川市の自宅を開放され、赤ちゃんからお年寄りまで共に支え合って生きる場を
目指し、毎日たくさんの人が来訪されました。    

〇平和活動 
・武田さんは、「自転車は歩くことの次に身近な世界を広げていく、自然を傷つけない乗り物です。車社
会（工業化社会＝モノ中心社会）の便利な時代だからこそ、長崎へ平和を願って自転車で走ることは、ど
の  ような生き方や暮らし方をするか、それを見直す契機になる。」と言われています。この活動が、グ
リーンコープで長い間続けられている「共生・平和長崎自転車隊」の取り組みの原点になっています。 
「共生・平和長崎自転車隊」とは、毎年８月８日・９日に、柳川市から長崎爆心地まで子どもたちが自転
車で走るグリーンコープの企画です。 

〇たべもの 
・武田さんは、「市販の食品は添加物、農薬まみれで子どもたちにたべさせることはできない。」と１９
７７年、無農薬の食品を業者からわけてもらい共同購入を始めました。また、子どもたちと無農薬のお
米や野菜を作り、この取り組みは今でも続けられています。 

グリーンコープでは半世紀も前から、人と人とのつながりや 
安心・安全なたべもの、平和の取り組みを大切にしてきたことがわかりました。 
武田さんが示したグリーンコープの「共生=共に生きる」の理念をこれからも 
組合員が引き継ぎ、さらにグリーンコープが発展していけるよう歩んでいければと思います。   

こちらはグリーンコープが運営している施設ではありませんが、今回視察させていただくことになりま
した。 
今甘木山学園には、２歳～１８歳までの約４０名の子どもたちが生活していて、そのうち７割の子ども
が虐待を受けた子どもです。 
施設内には学習室もあり、以前塾の先生をしていた方が子どもたちの学習のサポートをしています。最
近は大学進学者も増えてきたそうです。習い事をしている子どももいます。 
子どもたちは個室もしくは２人部屋で生活し、余暇生活が大切にされていて、Wi-Fi環境もありました。
施設はきれいな明るい雰囲気にするようにしているそうです。 
 

虐待の相談対応件数は年々増加していています。ですが、虐待を受けた子でもみんなが児童養護施設に

入所できるわけではなく、一時保護をされてもほとんどの子どもは再び家に帰らなければいけません。 

そこで、地域の目が必要になってくると施設の方が話されました。 

私たちは、身近に虐待を受けて苦しんでいる子どもがいるかもしれないということを心に留めておき、

いつも地域の子どもに目を向けておくことが大事であると思いました。 

私たちがこれからできること 

～おわりに～ 

武田さんの取り組み 

無名舎こどもの家とは？ 


